
肝心だ、としています。

　また40歳になろうかという男が、裕福な人に「どうすれば金を稼ぎ、

財を成せるか」と相談する話が出てきます。処方された妙薬が、

 「早起き、家業に励むこと、夜なべ、倹約、健康」
　の五つ。早起きして夜遅くまで家業に励み、倹約し、健康であれば、財

を成せるのも道理です。加えて服薬の妨げとなる毒を断つよう勧めていま

す。

 「美食と淫
いん

乱
らん

、高級な絹物を普段着とすること」「夜ほっつき歩くこ
と、博

ばく

打
ち

・囲碁・双
すご

六
ろく

」「食事のときの飲酒・煙草好き・予定のない
京行き」等々。なるほど、「贅

ぜい

沢
たく

は敵だ」ということですね。

　さらに金を溜めるもう一つの方法として、商売をあげています。たとえ

ば越後屋三井九郎右衛門が当時当たり前だったツケを排し、「現金掛値な

し」の商法を導入して成功したなど、商売の話がたくさん出てきます。

「これぞ才覚！」と膝を打ちたくなるアイデアばかりで、意外といまの仕

事にも生かすことができそうです。

　最後に一つ、西鶴先生の大事なアドバイスを紹介しておきましょう。

世の中に借
かり

銀
ぎん

の利
り

息
そく

程
ほど

おそろしき物はなし。

　借金は怖い。いまの社会には西鶴の時代以上に、消費者金融とかリボ払

いとか、借金苦に陥るワナはいっぱい。気をつけましょう。

金を溜めるも、儲
もう

けるも、才 覚しだい

　さすが金持ちの西鶴さん、のっけからズバリ、核心をついてきます。

「どんな仕事についている人も、倹約の神様の
お告げに従って、金銀を溜めなさい。お金こ
そは命を育んでくれる、もう一人の親だよ」
　と、お金は大切だと言い切っています。

　日本では昔からお金の話をするのははしたない

こととされていたので、なかなか勇気のある発言

です。なにしろ西鶴に言わせれば、「金銀で解決
できないのは、生老病死苦の 5 つだけ」。だい
たいのことはお金があれば何とかなるのだから、

家業に励んで大いに儲け、健康を気づかうことが
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没後、弟子たちが遺稿を整理編集し、『西鶴織
おり

留
どめ

』『西鶴置土産』などが刊行された。
明治以降の作家にも大きな影響をおよぼす。

大坂の裕福な町人の家に生まれる。俳人、浮世草子作者として活躍。41
歳のときに刊行した小説『好色一代男』が大ヒット。

著者

人生の紆
う

余
よ

曲
きょく

折
せつ

を描きながら、お金とどう向き合うべきか、どうすれば
商売がうまくいき金儲けができるかなどを、実例をあげて教えてくれる。

D A T A
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日日
にっ

本本
ぽん

永永
えい

代代
たい

蔵蔵
ぐら

井
い

原
は ら

西
さ い

鶴
か く

（1642～93年）
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一生一大事、身を過
すぐ

るの業
わざ

、

士農工商の外
ほか

、出家・神職にかぎらず、

始末大明神の御託宣にまかせ、

金銀を溜
たむ

べし。

是
これ

、二
ふた

親
おや

の外
ほか

に命の親なり。

井原西鶴像（大阪府・生國魂神社）



 「兵は拙
せっ

速
そく

なるを聞くも、未だ巧
こう

久
きゅう

なるを睹
み

ざるなり」（作戦上、多少まずいと思うことがあっ
ても、とりあえず攻めなさい。戦いはさっさと切り

上げるのがよい）

 「小敵の堅
けん

は大敵の擒
きん

なり」（力もない小部隊な
のにムリして戦ったところで、大部隊に吞み込まれ

るだけ。やめておきなさい）

 「必ず人に取りて敵の情を知る者なり」（情報
は必ず人から取りなさい。信頼する人物からもたら

される生の情報にこそ価値がある）

　など、実戦的な知恵が満載です。極めつけはこれ。

百戦百勝は善の善なる者に非
あら

ざるなり。 
戦わずして人の兵を屈するは善の善なる者なり。

　戦う前に相手が降参してしまうのが最善の勝ち方。「百戦百勝、負け知

らず」なんてのは、誇るに足りず、ということですね。

「戦って勝つことが強さの証ではないんだよ」という孫子の声が聞こえて

きそうです。

競 争 社 会を生き抜く極 意を学 ぶ

　人生も仕事も「戦い」抜きには語れません。人生に降りかかるさまざま

な困難に打ち勝つことも「戦い」なら、仕事で成果をあげることも「戦

い」。私たちはみんな、人生・仕事のあらゆる場面で自分の思い通りに事

を運べるよう、ベストな戦略を立てて行動することが求められています。

その際にヒントを与えてくれるのが、『孫子の兵法』です。孫武の展開す

る「戦争に勝つための方法」が、そのままいまを生きる私たちの戦略書に

なりうるのです。実際、『孫子』は世界のビジネスエリートをはじめとす

る多くの人たちに読み継がれています。

　なかでも「戦いのキモ」になるのが上の言葉。

「相手の力量や置かれている状況などの情報を収

集・分析するだけでは足りない。それ以上に自分

のこともわかっていることが重要だ。相手と自分

が見えていて初めて、精度の高い戦略の下で勝つ

見通しが立つ」としています。

　ほかに、
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「孫武は実在の人物か」「孫子13篇の著者は孫武一人ではないかもしれない」など、謎
が多い。

兵
へい

家
か

の代表的人物。呉
ご

の闔
こう

閭
りょ

（在位、紀元前515～前496年）に仕えた。
呉王が諸侯の覇

は

となりえたのも孫武の力が大きいとされる。
著者

中国・春
しゅん

秋
じゅう

時代（紀元前770年～前403年）の孫武による世界最古の兵
法書。作戦の立て方や攻守の態勢、主導権を取る方法、地形に応じた戦
い方などを細かく論じた13篇から成る。

D A T A

作品

孫孫
そん

子子
し

孫
そ ん

武
ぶ

（生没年不詳）
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彼
か

れを知りて己
おの

れを知れば、

百戦して殆
あや

うからず。

『孫子の兵法書』

孫武の像（鳥取県湯梨浜町の燕
趙園）



です。

　キーワードは二つ。一つは「世俗内禁欲」。禁欲的な生活とは、言い換
えればお金をあまり使わない生活ですから、当然、貯蓄が増えていきま

す。プロテスタントとして生きることが、資本の蓄積につながるわけです。

　もう一つのキーワードは「天職」。プロテスタントは労働を「ベルーフ
（Beruf＝天職）」、天から与えられたミッションだと考えます。それは「自

分が救われるかどうかは神によって決められている」という、カルヴァン

主義の「予定説」によるもの。嚙
か

み砕くと「天のミッションを果たすべく

真面目に働いて、お金を稼げば稼ぐほど、神による救済に近づく」という

ことになります。自然、労働意欲が高まりますよね。「天職意識」を持つ

ということは、仕事に全力で取り組むモチベーションになりうるのです。

　なお終盤では、今日、資本主義は「禁欲の精神」を必要としておらず、

禁欲をはからずも後継した啓蒙主義の薔
ば

薇
ら

色の雰囲気でさえ、 
今日ではまったく失せ果てたらしく、 

「天職義務」の思想はかつての宗教的信仰の亡霊として、 
われわれの生活の中を徘

はい

徊
かい

している。

　というふうに述べています。資本主義はあるいは現代最強の宗教になっ

たのでしょうか。著者とともに考えてみるとよいかと思います。「 天 職 意 識 」を持つ

　私が大学 1年生のとき、本書は「必読の古典」とされていました。ノー

トに要約をまとめ、友人と語り合いながら読破したとき、「ああ、大学生

らしい読書をしたなあ」と感じ入ったことを覚えています。

　ヴェーバーが本書を書いたきっかけは、「資本

主義が発展した国々は多くが、プロテスタンティ

ズムの浸透している国だ」と気づいたことです。

贅
ぜい

沢
たく

を排して質素に暮らすことをモットーとする

プロテスタンティズムの社会が、いわゆる「金
かね

儲
もう

け」を重視する資本主義の発展に大きく関わって

いたとは……その矛盾を解明しようと考えたわけ
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『職業としての政治』『職業としての学問』を併せて読みたい。

ドイツ・エアフルト生まれ。社会学者・経済学者。ハイデルベルク、ベ
ルリン、ゲッチンゲンの各大学に学ぶ。フライブルク大学、ハイデルベ
ルク大学で教授を務めたが、神経症で辞職してのちは在野で活動した。

著者

営利の追求を敵視するプロテスタンティズムが、資本主義を発展させた
という、歴史の逆説を究明した本。マックス・ヴェーバーが生涯を懸け
て取り組んだ比較宗教社会学的研究の出発点を画す。

D A T A

作品

マックス・ヴェーバー（1894年）

プ ロテスタンティズムの  プ ロテスタンティズムの  
倫倫

りん

理理
り

とと資資
し

本本
ほん

主主
しゅ

義義
ぎ

のの 精精
せい

神神
しん

マックス・ヴェーバー（1864～1920年）
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近代資本主義の精神の、いやそれのみでなく、

近代文化の本質的構成要素の一つというべき、

天職理念を土台とした合理的生活態度は（中略）

キリスト教的禁欲
0 0 0 0 0 0 0 0

の精神から生まれ出たのだった。



正しい道理の富でなければ、その富は完全に永続することができぬ、
ここにおいて論語と算盤という懸

か

け離れたものを一致せしめる事が、
今日の緊要の務

つとめ

と自分は考えているのである」
　と述べているように、同じ富を成すにしても「自分さえ儲

もう

かればいい」

的な気持ちではダメ。「正しい道理」を踏むことが肝要なのです。

　あと三つほど、〝心の薬〞になるいい言葉を引用しておきます。

自然的の逆境に処するに当っては、まず天命に安んじ、 
おもむろに来るべき運命を待ちつつ撓

たゆ

まず屈せず勉強するがよい。 
● 

下腹部に力を籠
こ

める習慣を生ずれば、心寛
ひろ

く体
たい

胖
ゆた

かなる 
人となりて、沈着の風を生じ、勇気ある人となるのである。 

● 
道理に伴って事をなす者は必ず栄え、道理に悖

もと

って事を計る者は 
必ず亡ぶる事と想う、一時の成敗は長い人生、 

価値の多い生涯に於ける泡
ほう

沫
まつ

のごときものである。

ビジネスと精 神 の バランスを整える

「日本の資本主義の父」とも称される渋沢栄一は、2021年にNHK大河ド

ラマ「青天を衝け」の主人公、さらに24年に 1万円札の肖像に〝抜
ばっ

擢
てき

〞され、知名度がぐんと上がった感があります。「なぜ、いま、渋沢栄
一？」かと言うと、行きすぎた資本主義と、それ

にともなう格差社会の広がり、競争社会のひずみ

などが社会問題化している、という現実があるか

らでしょう。とりわけ「公」より「私」の利益を

優先する政財界の〝仁義なき戦い〞には目を覆う
ばかり。渋沢が本書の冒頭で、

 「富を成す根源は何かといえば、仁義道徳、
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埼玉県深谷市の記念館では、渋沢栄一アンドロイドによる講義が見学できる。

武蔵国の岡
おか

部
べ

藩血
ち

洗
あらい

島
じま

村（現埼玉県深谷市血洗島）生まれ。実家は豪農。
20歳前後で江戸に出て、尊

そん

王
のう

倒
とう

幕
ばく

、攘
じょう

夷
い

鎖
さ

港
こう

を論じるが、一転、一
ひとつ

橋
ばし

慶
よし

喜
のぶ

に仕えた。慶喜の実弟に随行し、パリ万博を見学したほか、ヨーロッ
パ諸国の実情を見聞する機会に恵まれる。帰国後、大蔵省の一員として
新しい国づくりに参加するも、33歳のときに一民間経済人として活動す
ることを決意。第一国立銀行の創設を皮切りに、現在の王子製紙や東京
海上保険、東京電力、ＪＲ、サッポロビール、日本郵船など、500以上
の会社をつくった。

著者

渋沢栄一が生涯を通じて貫いた経営哲学の根本を記した本。「利潤と道
徳を調和させる」道を示した。資本主義の本質を見抜き、経営、労働、
人材育成の核心をつく経営哲学は未来を生きる知恵に満ちている。

D A T A

作品

利を図るということと、仁義道徳たる所の
道理を重んずるという事は、

並び立って相異ならん程度において
始めて国家は健全に発達し、

個人はおのおのそのよろしきを得て
富んで行くというものになるのである。

論論
ろん

語語
ご

とと算算
そろ

盤盤
ばん

渋
し ぶ

沢
さ わ

栄
え い

一
い ち

（1840～1931年）
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渋沢栄一



ん。「人が自らを律し、公正に市場経済を営んだ場合に、自動調整が働く」

としています。

　スミスはもともと倫理学の研究者で、『国富論』より17年早く刊行され

た本書でも、人間の感情に注目しています。人間同士が関わることによっ

て、感情はどのように変化するのか。また自分を優先的に考える利己的な

個人感情は、社会とどのようにして平和的に共存するのかを追求していま

す。上記の引用でも、「自分の行動が他者の目にはどう映るかを考えて、

行動しなければならない」と言っています。

　というのもスミスは、一人ひとりが「自分がされていやなことを、
人にしてはならない」という共感感覚を持つことで、社会の秩序は保
たれていると考えているからです。それを「フェアプレイ」と表現し、
「フェアプレイの精神を持たぬ者は、社会に参加

する意味がなく、権利もない、人はそのフェアプ

レイの基準を自分のなかに持たなければならな

い。その基準に従って、自分自身を律する市民が

社会を形成することで市場経済は回っていく」と

主張しています。

　周囲の目にフェアではないと映ることを人に対

して行わない、自分が人にされたくないことはや

らない―『道徳感情論』は人として正しいこと

をやりなさい、と説いているのです。

「フェアプレイ」の 基 準を自分 のなか に持つ

　アダム・スミスと言えば、著書『国
こく

富
ふ

論
ろん

』のなかで提唱した、「神の見
えざる手」という言葉で有名です。
　これは、市場経済においては、人々の欲望に対して商品の値段が安すぎ

ると足りなくなるし、高すぎると売れ残るのは必
ひつ

定
じょう

。物の値段というのは、人が介入するまでも

なく、最適値に落ち着く。そうやって社会全体に

安定した経済状態がもたらされることを意味しま

す。

　とはいえスミスは、「だから何でも市場任せに

すればよい」と主張しているわけではありませ
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プラス

α

あの有名な『国富論』は『道徳感情論』の副産物とも言われる。

イギリス・スコットランド生まれ。資本主義が確立しつつあった時代の
イギリスで、「お金の存在意義」を考察した。「経済学の父」と呼ばれる。

著者

調和のとれた社会の根幹に、個人の自己愛、自己利益の追求に加えて、
「共感」を据えた。徳のある社会を実現するための、不朽の社会論。

D A T A

作品

道道
どう

徳徳
とく

感感
かん

情情
じょう

論論
ろん

アダム・スミス（1723～90年）

23

他人が我々を自然に眺める
ときの視線に従って、

自分自身を眺めなければならない。（中略）

人間は誰しも自分自身がすべてであるが、
他の人々にとっては、自分はそのもっとも

ささいな一部でしかない。

アダム・スミス

アダム・スミスの墓（イギリス・エジン
バラ）


